
会　議　録 令和７年６月27日作成 令和11年３月末日廃棄

会議名 　京都府舞鶴警察署協議会（令和７年度第１回）　

開催日 　令和７年６月25日（水曜日）

時　間 　午後４時から午後５時30分までの間（90分）

場　所 　京都府舞鶴警察署　東庁舎講堂

 　福本会長、伊庭副会長、桑村副会長、加藤委員、前田委員、矢野委員、上野委員、

 　秋江委員、玉木委員、土井委員 

出席者
 　（欠席　楠委員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計10人

　署長、副署長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長、地域課長代理 

　刑事課長、交通課長、警備課長、広聴相談係長　　　　　　　　　　　計11人

諮  問 １　警察官採用と受験勧奨活動について 

事  項 ２　特殊詐欺防止のための国際電話利用休止の普及促進活動について

 １　会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　副署長 

 ２　署長挨拶 

 ３　協議　　　　                                      　　　司会　会長 

   (1) 諮問事項説明 

 　　　警察官採用と受験勧奨活動について～警務課長 

 【委員】北部出身者の合格者は、採用されれば北部での勤務になるのか。 

 【警察】基本的に京都府内での異動となることから必ずしも北部勤務になるとは限

 らない。 

会　議 【委員】勧奨するために直接高等学校に出向いてはどうか。 

内　容 【警察】舞鶴市内の３つの高校にも出向いて説明会等を実施している。 

 【委員】少子化が進む中、各企業等が新卒者を取り合っている状況であり、今後、

 さらに受験者の確保が困難になることが予想される。各業種と比較した場合、

 警察という仕事は、行政職等よりも憧れや想いの部分が強いと思う、この憧

 れの部分を他の業種と差別化を図ってアピールし、警察官という仕事の興味

  につなげることが効果的だと思う。

 【委員】子供たちが初めて買う車のおもちゃは圧倒的にパトカーが多い。これは子

  供たちの警察に対する憧れが大きいということだと思う。

 　　　　しかし、子供たちは警察への憧れを持っている一方、逮捕などの怖い警察

 のイメージも持っている。そのため、パトカーがかっこいい等の漠然とした



 憧れだけではなく、警察官は困った人を助けているのだということを教えて

  あげてほしい。

 　　　　悪人を逮捕する強い警察官も必要であるが、親しみやすい警察官、市民に

 寄り添った警察官として接していただきたい。そして、警察官の仕事は、困

 った人を助けることであることを伝え、警察官に対するプラスの気持ちをす

  り込むことで具体的な警察官への憧れにつながると思う。

 【委員】情報発信はＳＮＳが主流である。小中高生は情報をＳＮＳから得ているこ

 とから小さなことでもＳＮＳで情報発信し、警察活動を紹介、広報すること

  が有効であると思う。

 【委員】警察は、警察学校や訓練が厳しいというブラックなイメージを持っている

 人が少なからずいるのではないか。広報等では警察の業務の紹介も重要であ

 るが、昨年は舞鶴署に夫婦で勤務する方がおられたことから、警察業務だけ

 でなく、働き方等の公私が充実している様子を発信していくのも良いのでは

  ないか。

 【委員】警察用船舶の人材確保についてだか、船の乗務員であれば、宮津市には海

 洋高校があるため、そちらに出向いて在校生や卒業生に対して募集をかける

  のはどうか。

 【委員】船舶の給与面は、一般企業に比して公務員が優位であるとは言い難いと思

 う。給与水準だでなく、「業務のやりがい」や「社会に貢献するという誇り」

会　議 といった非金銭的な価値を積極的にアピールしていく必要がある。 

内　容   (2) 諮問事項説明 

 　　　特殊詐欺防止のための国際電話利用休止の普及促進活動について 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～生活安全課長 

  【委員】携帯電話の国際電話休止活動は実施しないのか。

 【警察】携帯電話の休止については、各キャリアのサービスがあり、アプリ等で手

 続きができるためその方法を助言している。現在は、特殊詐欺の入口として

  割合が多い固定電話に重点をおき、推進している。

 【委員】母親が高齢であり、警察署や市役所に出向くことが難しいが、代理で届け

  出することは可能か。

 【警察】可能である。代理で届け出を受けた場合、電話により本人の身分確認、意

  向確認を行った後、代筆による申請を受け付けている。

 【委員】この活動を舞鶴署等がしていることは把握しているが、なかなか一歩を踏

 み出せず、出向いて手続きをする者が少ないと思う。高齢者等が集う場所に

  出向いて手続きをするのはどうか。

 【警察】地域課員が巡回連絡等で高齢者宅を訪ねた際には、活動内容を説明し、そ

 の場で申請を受け付けたりもしている。また、自治会等からの要請を受けて

  開催する防犯教室の場などでも申請を受け付けている。

 【委員】各イベントや防犯教室で広報し、申請受付していることを知ることができ

 た。また、申請手続きも簡単であることも分かったため、近所の人や身近な

  人に手続きを勧めたいと思う。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１回京都府舞鶴警察署協議会の開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


